
　

安
田
学
園
は
１
９
２
３
年
、
日
本

の
金
融
界
を
牽
引
し
た
安
田
財
閥
総

帥
・
安
田
善
次
郎
翁
の
遺
訓
「
実
業

界
の
有
用
な
人
物
の
育
成
は
、
社
会

発
展
の
基
礎
で
あ
る
」
の
下
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
稲
村
隆
雄
校
長
は

「
国
際
化
時
代
に
お
い
て
、
翁
の『
実

学
』
は
自
ら
考
え
学
ぶ
姿
勢
と
、
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
創
造
力
に
継

承
さ
れ
ま
す
。『
自
学
創
造
』
を
教

育
理
念
に
、
人
間
力
を
備
え
た
グ
ロ

ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
新
た
な
目

標
に
掲
げ
ま
し
た
」
と
語
り
ま
す
。

　

中
学
か
ら
の
入
学
者
は
一
貫
教
育

の
「
先
進
コ
ー
ス
」
へ
。
一
人
ひ
と

り
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
き
め
細

か
な
教
育
を
実
践
す
る
た
め
、
６
年

間
を
２
学
年
ず
つ
３
ス
テ
ー
ジ
制
と

し
、
学
習
習
慣
の
定
着
か
ら
、
課
題

発
見
と
仮
説
の
検
証
・
解
決
力
、
さ

ら
に
国
際
社
会
を
俯
瞰
す
る
情
報
収

集
と
提
言
力
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。

　　　
「
コ
ア
と
な
る
の
は
、
根
拠
と
論
理

の
意
識
を
高
め
、
思
考
力
・
表
現

力
・
創
造
力
を
養
う
探
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
、
幅
広
い
学
問
域
を
横
断
し
、

複
雑
な
社
会
課
題
に
取
り
組
む
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ（Science

・T
echnology

・

Engineering

・ Liberal A
rts

・

M
athem

atics

）
教
育
の
取
り
組
み

で
す
」（
稲
村
校
長
）。

　

探
究
授
業
で
は
根
拠
と
論
理
の
意

識
を
高
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
す
。
中
１

は
「
一
番
飛
ぶ
飛
行
機
選
手
権
」
で

仮
説
↓
検
証
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
探
究
的
な
思
考
に
挑
戦
。
中
２

で
は
新
潟
県
十
日
町
で
「
ト
キ
の
放

鳥
と
野
生
へ
の
定
着
」
と
い
う
課
題

に
取
り
組
み
、
自
然
と
人
間
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
体
感
。
中
３
は
研
修

旅
行
先
の
京
都
・
奈
良
の
地
域
探
究

か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
興
味

あ
る
課
題
を
設
定
、
高
校
段
階
で
の

ゼ
ミ
探
究
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
経
験
を
語
っ
て
く
れ

る
の
は
、
現
在
高
校
３
年
生
の
北
村

幸
洋
さ
ん
で
す
。「
学
内
に
は
先
生

方
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
ゼ
ミ
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
私
は
中
３
後
半

か
ら
得
意
な
生
物
関
連
の
論
文
を
読

み
込
み
、
高
１
か
ら
小
島
教
諭
の
生

態
ゼ
ミ
に
所
属
。『
常
緑
樹
の
葉
の

老
化
が
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
効
果
を
誘
発

す
る
』
と
い
う
研
究
に
取
り
組
み
ま

し
た
」

　

ア
レ
ロ
パ
シ
ー
と
は
植
物
が
放
出

す
る
化
学
物
質
が
、
周
囲
の
他
の
植

物
の
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す
現
象
の

こ
と
。
植
物
に
は
周
辺
の
土
壌
や
生

態
系
に
働
き
か
け
、
自
分
に
適
し
た

環
境
を
誘
導
す
る
能
力
が
あ
る
の
だ

と
い
い
ま
す
。

「
秋
に
枯
れ
て
落
葉
し
た
葉
に
は
、

周
辺
の
植
物
の
発
芽
や
成
長
を
抑
制

す
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
仮

説
を
立
て
ま
し
た
。
常
緑
樹
５
種
の

生
葉
と
落
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
寒
天
で
挟

み
成
分
を
透
過
さ
せ
、
レ
タ
ス
の
種

子
を
置
い
て
発
芽
レ
ベ
ル
を
観
測
。

そ
の
結
果
、
紅
葉
す
る
こ
と
で
、
他

の
植
物
の
発
芽
を
抑
制
す
る
成
分
が

放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
論
文
に
ま
と
め
て
、『
第
10

回
高
校
生
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
に

応
募
し
た
と
こ
ろ
、
ポ
ス
タ
ー
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
受
賞
を
受
け

て
『
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
ク
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
』
に
推
薦
さ
れ
、
２
０
２
５
年

７
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
発
表

に
も
挑
み
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
後
は
、
各
国
の
参
加
者
か
ら

厳
し
い
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

英
語
は
高
２
で
準
一
級
取
得
を
め
ざ

す
指
導
を
受
け
て
き
ま
し
た
し
、
事

前
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
特
訓
も

お
願
い
し
て
い
た
の
で
、
上
手
く
乗

り
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
自
信
も
つ

き
ま
し
た
」（
北
村
さ
ん
）

　

こ
の
経
験
は
、
植
物
生
理
学
や
農

学
分
野
の
学
び
を
深
め
た
い
と
い
う

志
望
に
結
び
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　　　
「
探
究
学
習
に
は
将
来
の
夢
を
育
む

力
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
勉
学
ス

イ
ッ
チ
の
入
っ
た
生
徒
に
本
校
は
万

全
の
支
援
体
制
を
用
意
。
大
学
受
験

ま
で
『
学
校
完
結
型
』
の
学
習
環
境

で
中
１
〜
高
２
の
２
学
期
は
①『
学

び
力
伸
長
シ
ス
テ
ム
』、
高
２
の
３

学
期
以
降
は
②『
進
学
力
伸
長
シ
ス

テ
ム
』
と
し
て
、
授
業
の
ほ
か
多
彩

な
講
座
が
提
供
さ
れ
ま
す
」（
稲
村

校
長
）

　

講
座
を
担
当
す
る
の
は
す
べ
て
生

徒
の
個
性
と
実
力
を
把
握
す
る
安
田

学
園
の
教
職
員
。
①
で
は
頻
回
の
英

数
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
、
定
期
テ
ス
ト
、

外
部
模
試
な
ど
で
学
力
を
把
握
し
、

学
習
計
画
や
学
習
法
を
助
言
。
放
課

後
や
長
期
休
暇
中
の
補
習
や
講
座
で

さ
ら
に
学
力
定
着
を
高
め
ま
す
。

「
放
課
後
の
卒
業
生
チ
ュ
ー
タ
ー
の

支
援
も
心
強
い
。
き
め
細
か
く
質
問

に
応
え
、
勉
強
方
法
も
親
身
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
、

実
力
に
応
じ
問
題
を
解
い
て
覚
え
る

記
憶
ア
プ
リ
「
モ
ノ
グ
サ
」
も
奏
功

し
て
い
ま
す
ね
」（
稲
村
校
長
）

　

②
で
は
国
公
立
（
文
系
・
理
系
）

難
関
私
大
（
文
系
・
理
系
）
と
志
望

大
学
レ
ベ
ル
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
。
放
課
後
進
学
講
座
、
共
通
テ
ス

ト
模
試
演
習
、
入
試
直
前
演
習
と
盛

り
だ
く
さ
ん
。
そ
の
成
果
は
進
学
実

績
の
急
伸
に
表
れ
、
２
０
２
５
年
度

は
国
公
立
75
名
（
９
）、
早
慶
上
理

１
６
４
名
（
27
）、Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
３

７
０
名
（
32
）。※（　
）
内
は
既
卒
生
。
医
学

部
・
医
学
科
へ
の
進
学
も
男
女
と
も

に
増
加
中
で
す
。

　　　　

未
来
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
も
力
が
入
り
ま
す
。「
獲
得
し
た

学
問
は
社
会
に
還
元
し
て
こ
そ
価
値

が
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
安
田
善
次

郎
翁
の
生
涯
を
描
く
『
生
き
方
の
探

究
』
を
副
読
本
と
し
た
道
徳
の
時
間

が
あ
り
、
他
者
へ
の
共
感
や
社
会
貢

献
に
つ
い
て
自
ら
に
問
い
か
け
ま

す
」（
稲
村
校
長
）

　

安
田
財
閥
の
系
譜
を
ひ
く
企
業
の

方
々
が
学
校
法
人
の
理
事
・
評
議
員

に
名
を
連
ね
、
金
融
、
生
保
、
不
動

産
、
電
気
・
通
信
な
ど

分
野
は
多
彩
。
実
業
界

の
リ
ア
ル
を
語
る
講
演

会
や
、
文
化
祭
へ
の
企

業
ブ
ー
ス
出
展
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
が
職
業
と
生

き
方
を
考
え
る
道
標
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
生
徒
、
先
生
、
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
、
企
業
の
先
輩
な

ど
人
間
関
係
が
と
て
も
緊
密
。
夢
も

悩
み
も
勉
強
も
本
音
で
話
が
で
き
、

失
敗
を
恐
れ
ず
の
び
の
び
学
園
生
活

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
部
活
も
盛
ん

で
、
私
は
陸
上
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
も

し
て
い
ま
し
た
」（
北
村
さ
ん
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
柔
道
や
卓
球
は

伝
統
的
に
強
豪
校
。
近
年
は
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
がU
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【
全
国
選

手
権
大
会
】
に
出
場
し
文
部
科
学
大

臣
賞
を
見
事
に
獲
得
。
生
徒
一
人
ひ

と
り
が
、
目
を
見
張
る
よ
う
な
成
長

を
遂
げ
て
い
く
。
安
田
学
園
の
今
後

が
楽
し
み
で
す
。
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　母校で後輩に勉強を教えるこ
とに魅力を感じ、また自分の経験
を還元したいとも思い、チューター
を応諾しました。教科は主に数学
と英語。高度な質問にわかりやす
く答えるのは難しいですね。受験
勉強のノウハウとしては、国公立
大志望なら苦手を克服して成績
のバランスを取ること、数学の力
をつけることをアドバイスしていま
す。大学では法学・政治・経済
と幅広く学び、今は経営・会計
コースを選択。将来の目標はまだ
明確ではありませんが、専門分野
を学び、実社会で戦力になれる
“引き出し”は数多く身につけた
い。母校の先生と再び顔を合わ
せながら、丁寧な進路指導をいた
だいた日 を々思い出しています。

❶放課後は自習利用も可能となる南館コミュニケーションスペースで生徒同士が学び合う❷明治安
田生命の方による金融教育講演。将来を見据えて広く社会について知り、学ぶ❸ニュージーランド
に2週間滞在する短期留学。現地校で英語習得、ホームステイでホストファミリーと交流し異文化理
解❹チアリーディングクラブLILIESがUSA School&College Nationals 2026【全国選手権大
会】で３編成・3部門に出場し2位、優勝、優勝。うち１部門はグランプリと文部科学大臣賞も獲得

「グローバルリンクシンガポール」会場入り口で
のスナップショット。ポスターセッションや檀上で
プレゼンテーションを行う北村さん

稲村 隆雄
校長

北村 幸洋
高校3年生

PICK-UP

チューターで学ぶ
楽しさを後輩と共有

独
自
の
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

創
造
力
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を

探
究
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
進
路
実
現

探
究
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
進
路
実
現

“本物の先進教育”［首都圏共学実力校編］～選ばれる私学、子どもの学びはここにある～
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安
田
学
園
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学
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高
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校

安田学園中学校・高等学校　https://www.yasuda.ed.jp/
〒130-8615　東京都墨田区横網2-2-25　TEL.03-3624-2666

千葉大学法政経学部法政経学科2年
中島 百々香 さん

学校HP instagram

トキの定着のために、新潟県十日町の生態系を調査する中学2年生の宿泊型探究プログラム

人
間
力
を
養
い
、

社
会
貢
献
の
で
き
る
人
材
を

学
校
完
結
型
に
徹
し
た

進
学
支
援
講
座
が
勢
ぞ
ろ
い

生
徒
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

伸
ば
す
探
究
授
業
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